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出席者は記載者が○をつける

出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事

＜連絡事項＞

・インフルエンザの流行に伴い面会者には手の消毒、マスク着用を徹底して行って下さい。

・エレベーターの定期点検本日実施しています。

・各担当業務の報告を期限前までに実施して下さい。

＜患者様連絡事項＞　　　　

・高橋　康友様・須藤　良男様・羽瀬　久四郎様～本日１１時ツ反判定行っています。
・坂下　ミヨ様～2/7(木)14：00退院となっていますので、荷物等渡し忘れの無いようにして下さい。
・佐々木　貞吉様～2/11南山苑入所の為退院となりますので、事故等ない様にして下さい。
・高橋　康友様～本日１３時３０分、２泊３日の外泊となっていますが、問題がなければそのまま退院となります。何か問題ありの外線連絡が入った時はすぐに帰院させるようにして下さい。薬は全部ケアマネに渡しています。

＜作業療法報告＞
・高橋　康友様～歩行訓練実施しているが、疲労感の訴えが強く聞かれています。本人の拒否がある場合は中止していますが、足に力はついて来ています。今の所日中での立ち上がりは見られていませんが、転倒に注意していきます。

・羽瀬　久四郎様～自室にて臥床されており、声かけに対し「今行きます。」と返答されるも、臥床したまま不参加となっていますので、引き続き声かけを行い関わりを継続していきしましょう。

・慶長　節子様～他者に対しての干渉や暴力行為が見られていますので、トラブルにならない様にし、
見守りを徹底して行きます。
・瀬川　はな様～慶長　節子様に対して声に出しての威嚇が見られていますので、トラブルにならない様に注意していきます。
・藤田　金弘様～車椅子の訓練方法についての問題点と改善点を紙面に作って今後スタッフに伝える事としています。
＜田名部Dr診察状況＞

・山内　公博様～昨日より38.0℃台の発熱あり。今朝は下熱されましたが、午前中37.5℃の発熱あり食欲低下と鼻閉の訴え聞かれています。日中自室で過ごされており、食事は2/3程度摂取されています。今夕よりPL3g　セフジトレン錠3T　が3日分処方となっています。明日午前中にインフルエンザテスト予定しています。引き続き感冒症状の観察をしていきましょう。

・浪打　實様～診察時、食事が少ない事を訴えています。夜間の睡眠は確保できており、他身体症状の訴えはありませんでした。至急FAXにて採血データ確認しています。明日の朝よりご飯大盛りへと食事変更となっています。おやつは通常通り摂取可能です。臨時薬が抑肝散止めとなり、セルベックス(50)3T　3×追加となり7日分処方となっています。

・河村　勝男様～アレグラ(60)1T　1×vdsが1週間継続処方となっています。

・木ノ下　ツヨ様～ノボリンN5単位(8時)、ヒューマリンR5単位(16時)が1週間継続処方となっています。また、低血糖時と拒薬時の予測指示が2/20まで継続となっています。本人使用している点眼液2種類(ヒアルロン酸Na、プラノフェロン)処方となっています。

・村井　八郎様～点滴明日の16時まで継続処方となっています。昼食時むせ込みあったため、今夕より食止めとなっています。また、ワーファリン(1)1T　1×朝、センナリド2T　1×vdsが本日vdsより開始となっています。排便状況の確認をしていきましょう。

　　　　　　　　本日、長女様来院され今後の方針について面談行っています。引き続き当院での治療を最後まで希望されています。栄養面については経口摂取では咳反射減弱しているため、明日昼より経管栄養で対応することに対して説明行っている。また、経管栄養中のミトン使用について長女様に説明しています。

・和田　敦子様～臨時薬が同内容で7日分処方となっています。

以下の患者様の予測指示が2/20まで継続となっています。

　・飛鳥　公平様　　　・鈴木　サダ様　　　・島脇　てる様　　　・山下　ヨシ様

　・鈴木　正長様　　　・橋本　万様　　　　・藤田　金弘様　　　・荒谷　正毅様

　・北山　和子様

＜転入患者様情報＞
名前：宮澤　たけ様　　73歳　　アルツハイマー型認知症　　

H24・12・17入院　　医療保護入院　　　主治医：田名部Dr
【経過】

　入院時は、入院環境の戸惑いや不安も強く不眠や特定患者様について歩くなどの状況であり、スタッフが常に関わりを要する状況であった。不穏状態になることはないが、自分の部屋が分からなくなったりなど、個室環境にも強い不安を抱き東Bの環境で経過してきた。当初は、南A個室環境を目指していたが、本人が頑なに受け入れられない状況もあり、家族とも話し合い南B(４人部屋)の環境も見学している。認知症周辺症状の進行とそれに伴い人物誤認、徘徊、暴力行為が強まり、自宅での対応が困難となり12/17当院へ医療保護入院となる。情動面においては概ね穏やかに過ごされているが、特に夜間スタッフに漠然と「怖くて」と恐怖感を訴え、同室者を起こすという行為が目立ち、睡眠にも不安定さが生じていた。現在は睡眠も安定し以前に比べ依存性はなく、確認こそあるが自発的な日課への取り組みも見られてきている。病状の安定により南Bへ転棟となっている。

【連絡事項】

・家族洗濯、買物カードなし

・かつら着用(夜間外すことになっている)

・白内障あり点眼薬(カリーユニ点眼薬)使用

・食事は牛乳禁　　卵・大豆・えびアレルギー食(味噌汁・納豆は可能)

· 家族へ積極的にアプローチし自宅退院に向け支援していく。

【内服薬】

　①ツムラ抑肝散　3P　　　　　3×vde　　　　　　⑤ロゼレム(8)　1T

　②メマリー(20)　1T　　　　　1×朝後　　　　　　　スローハイム(7.5)　1T

　③イクセロンパッチ(18)　　　1日1枚　　　　　　ファモチジン(20)　1T　　　　　　1×vds

　④ドグマチール(50)　2T　　　2×朝･夕後　　　　⑥マックターゼ　6T　　　　　　　　3×nde

※カリーユニ点眼液あり　両眼3回/日

